
県県
立立
西西
邑邑
楽楽
高高
等等
学学
校校
女女
子子
ババ
レレ

ーーボボ

ーールル
部部

～～全全
日日
本本
ババ
レレ

ーーボボ

ーールル
高高
等等
学学
校校
選選
手手
権権
大大
会会
出出
場場

～～
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【構造および配置】
　耐震化が必要とされている病院本棟部分を鉄

筋コンクリート造り地下１階地上８階に建て替

え、現在の施設で耐震基準に問題のない施設を

有効利用し、新病棟と一体化した病院施設を建

設します。

　外来診療室を新病棟の１階と２階に配置し、

３階に管理部門、４階から７階が入院病床とな

ります。

　病床数は一般病床３５３床（急性期病床３０５床、

回復期リハビリテーション病床４８床）と第２種

感染症専用病床６床、合計３５９床となります。

１床当たりの床面積は、６.４釈から８.０釈となり、

密度の高い処置にも対応可能な広いスペースを

確保します。

　また、患者専用の食堂やデイルームなどの設

置により日常生活に配慮した療養環境を提供し

ます。

館林
厚生病院

新病棟に建て替えます

　館林厚生病院（邑楽館林医療事務組合）

では、入院施設の耐震化と医療機能の充

実を図るため、新病棟の建て替えなど施

設の整備事業を行います。工事は、平成

２４年に着工し、平成２６年の完成を目指し

ます。

【
救
急
告
示
病
院
と
し
て
】

　
管
内
の
救
急
搬
送
の
８
割
以

上
を
引
き
受
け
る
医
療
機
関
と

し
て
、
集
中
治
療
に
対
応
し
た

治
療
室
お
よ
び
Ｈ
Ｃ
Ｕ
（
心
臓

血
管
系
疾
患
お
よ
び
脳
卒
中
の

高
度
治
療
室
）
の
各
専
用
治
療

室
を
設
置
し
ま
す
。

【
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
】

　
館
林
厚
生
病
院
は
、
地
震
や

大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
医
療

の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
病

院
と
し
て
、
平
成
　
年
４
月
１

２３

日
に
災
害
拠
点
病
院
（
地
域
災

害
医
療
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て
県

か
ら
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
時
の
安
全
性
の
確
保
と

救
急
医
療
を
行
う
た
め
に
、
自

家
発
電
装
置
の
充
実
を
図
り
、

３
階
講
堂
や
外
来
ホ
ー
ル
に
医

療
ガ
ス
や
非
常
用
電
源
を
配
備

し
た
救
護
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し

ま
す
。
ま
た
、
簡
易
テ
ン
ト
の

設
置
が
可
能
な
避
難
場
所
の
確

保
、
食
品
や
医
薬
品
な
ど
の
備

蓄
倉
庫
の
設
置
、
仮
設
ト
イ
レ

の
設
置
な
ど
、
災
害
時
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
施
設
を
整
備
し

ま
す
。

【
が
ん
診
療
連
携
協
力
病
院
と

し
て
】

　
太
田
・
館
林
保
健
医
療
圏
に

は
、
が
ん
治
療
を
専
門
に
行
う

病
院
と
し
て
国
が
指
定
し
て
い

る
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
あ
り

ま
す
。

　
館
林
厚
生
病
院
は
、
県
が
実

施
す
る
が
ん
対
策
事
業
の
推
進

に
協
力
す
る
「
群
馬
県
が
ん
診

療
連
携
推
進
病
院
」
と
し
て
平

成
　
年
３
月
に
指
定
さ
れ
ま
し

２３
た
。
が
ん
治
療
に
対
す
る
機
能

を
強
化
す
る
た
め
に
必
要
な
医

療
機
器
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

【
産
婦
人
科
・
小
児
科
の
入
院
機

能
の
強
化
】

　
現
在
、
医
師
不
足
に
よ
り
入

院
の
受
け
入
れ
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
産
婦
人
科
、
小
児
科
に

お
い
て
、
産
婦
人
科
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
近
代
化
を
図
り
、

ゆ
と
り
の
あ
る
 分
  娩
 室
、
プ
ラ

ぶ
ん
 
べ
ん

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
病
室
配

置
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
小
児
の
入
院
に
は
感

染
防
止
対
策
に
十
分
考
慮
し
た

病
棟
を
整
備
し
ま
す
。
周
産
期

医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
、
未

熟
児
治
療
に
対
応
す
る
新
生
児

特
定
集
中
治
療
室
を
整
備
し
、

医
師
確
保
対
策
も
含
め
不
足
す

る
診
療
体
制
の
充
実
に
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。

　
館
林
厚
生
病
院
は
、
平
成
　２３

年
６
月
に
地
域
完
結
型
医
療
の

中
核
と
な
る
「
地
域
医
療
支
援

病
院
」の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

【
地
域
完
結
型
医
療
の
重
要
性
】

　
近
年
、
各
種
の
が
ん
、
あ
る

い
は
脳
血
管
障
害
や
心
血
管
障

害
、
糖
尿
病
の
患
者
が
増
加
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
疾
患
は
長

期
に
わ
た
っ
て
加
療
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
ま
で

の
よ
う
な
入
院
を
主
体
し
た
病

院
で
、
お
お
む
ね
治
癒
ま
で

ず
っ
と
診
て
い
く
医
療
は
、
病

院
勤
務
医
不
足
と
患
者
の
増
加

に
伴
い
難
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
疾
患
の
専

門
性
の
分
化
の
た
め
、
一
つ
の

　
病
院
の
機
能

　
医
療
体
制
に
つ
い
て

■完成予想図
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院
と
の
機
能
分
担
を

推
進
す
る
た
め
に
、

２
０
０
床
以
上
の
病

院
で
は
他
の
医
院
か

ら
紹
介
状
な
し
の
初

診
と
し
て
受
診
す
る

時
は
、「
初
診
に
係
る

保
険
外
併
用
療
養
費

用
」（
特
別
料
金
）

を
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
館
林
厚
生
病
院
で

は
、
地
域
医
療
支
援

病
院
と
し
て
よ
り

い
っ
そ
う
地
域
の
医

療
機
関
と
連
携
し
、

地
域
完
結
型
医
療
を

推
進
す
る
た
め
、「
初

診
に
係
る
保
険
外
併

用
療
養
費
用
」（
特
別

料
金
）
を
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
今
後

も
快
適
な
療
養
環
境
を
整
備

し
、
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携

し
て
良
質
な
地
域
完
結
型
医
療

を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
館
林
厚
生
病
院

総
務
課
へ
。

【
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
診
療

時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
】

　
日
頃
か
ら
、
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

く
と
便
利
で
す
。

　
救
急
の
と
き
以
外
は
診
療
時

間
内
に
受
診
し
、
病
状
や
重
症

度
、
回
復
の
見
通
し
、
家
で
の

対
処
方
法
、
注
意
事
項
を
医
師

に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
で
き
る
だ
け
午
前
中
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
症
状
に
よ
っ
て

は
、
経
過
を
見
る
た
め
に
午
後

の
再
受
診
や
入
院
が
必
要
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
で
全
て
の
分
野
の
専

門
医
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
特

に
地
方
に
お
い
て
は
困
難
な
状

況
で
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
の
医
療
機
関

と
共
同
で
地
域
住
民
の
健
康
を

守
り
、疾
患
の
加
療
を
行
う「
地

域
完
結
型
医
療
」
が
重
要
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
近
隣
の
医
療
機
関
が
密
な

連
絡
を
取
り
合
い
、
患
者
の
状

況
が
落
ち
着
い
て
い
る
と
き
に

は
地
域
の
医
療
機
関
で
加
療
を

行
い
、
専
門
的
な
検
査
・
診
療
・

入
院
の
必
要
な
と
き
に
は
、
館

林
厚
生
病
院
で
加
療
を
行
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
状
況
が

落
ち
着
い
た
ら
地
域
の
医
療
機

関
で
、
再
び
加
療
を
続
行
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

【
紹
介
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
】

　
地
域
の
医
療
機
関
と
の
密
な

連
絡
に
は
、
紹
介
状
（
診
療
情

報
提
供
書
）
が
有
用
と
な
り
ま

す
の
で
、
受
診
時
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
館
林
厚
生
病
院
か
ら

地
域
の
医
療
機
関
に
行
か
れ
る

場
合
も
紹
介
状
を
お
渡
し
し
ま

す
。
ま
た
、
現
在
、
紹
介
状
を

お
持
ち
で
な
い
初
診
の
患
者
か

ら
「
初
診
に
係
る
保
険
外
併
用

療
養
費
用
」
と
し
て
特
別
料
金

を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
医
療
法
お
よ
び

健
康
保
険
法
よ
り
、
病
院
と
医

■館林厚生病院（緯７２・３１４０）
　地域医療支援病院としてよりいっそう地域の医療機関と連携

し、地域完結型医療を推進するため、現在お支払いしていただ

いている「初診に係る保険外併用療養費用」を変更します。

□変更日　平成２４年１月１日掌

□変更内容　１,０５０円から２,６２５円に増額（税込み）

■総合太田病院（緯２２・６６３１）
　急性期病院として２４時間体制で救急患者の受け入れを行っ

ていますが、軽症患者が多く来院するため本来の役割に支障が

生じてきています。そこで、救急医療体制を守るため次の取り

組みを実施しています。

【時間外特別徴収金（選定療養費）の導入】
　夜間・休日来院の軽症患者の場合、時間外特別徴収金をお支

払いしていただきます。

□変更日　１２月１日

□徴収金額　３,１５０円（税込み）

【紹介型外来の導入】
　火・土曜日の診療では、初診の場合、原則として紹介状が必

要となります。

□変更日　１１月１日

【初診時特別徴収金（選定療養費）の増額】
　紹介状をお持ちでない初診の患者にお支払いしていただいて

いる初診時特別徴収金を変更します。

□変更日　１１月１日

□変更内容　１,５７５円から２,６２５円に増額（税込み）

料金変更などの
お知らせ

上
手
な
医
者
の
か
か
り
方

一般的な病気の治療

予防や健康についての相談

長期にわたる経過観察

専門的医療の必要性を判断し

専門的で高度な医療

充実した医療設備

豊富な専門スタッフ

かかりつけ医からの情報をもとに

かかりつけ医 中核病院

専門病院へ紹介 専門性の高い医療を提供

必要時に紹介

落ち着いたら紹介

連携
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【
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
己
搬
入
】

　
大
掃
除
な
ど
で
大
量
の
ご
み

が
出
る
場
合
は
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。
年
末
は
大
変
混
み
合
い
ま

す
の
で
、
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

□
搬
入
受
付
最
終
日
　
　
月
　

１２

３０

日
晶

□
搬
入
受
付
時
間

・
午
前
９
時
～
　
時
　
分

１１

３０

・
午
後
１
時
～
４
時
（
　
月
　

１２

３０

日
晶
は
、
午
後
３
時
ま
で
）

□
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
自
己
搬
入

で
き
な
い
物
　
エ
ア
コ
ン
、

テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
・
薄

型
）、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗

濯
機
、
乾
燥
機
、
家
庭
用
パ

ソ
コ
ン
な
ど
（
詳
し
く
は
、

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

【
年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
】

　
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と

お
り
で
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

□
年
内
の
燃
え
る
ご
み
の
最
終

収
集
日

・
月
・
木
曜
日
の
収
集
地
区
…

　
月
　
日
昭

１２

２９

・
火
・
金
曜
日
の
収
集
地
区
…

　
月
　
日
晶

１２

３０

□
燃
え
な
い
ご
み
・
資
源
ご
み

の
回
収
を
行
わ
な
い
期
間
　

　
月
　
日
昭
～
平
成
　
年
１

１２

２９

２４

月
３
日
昇

□
ご
み
を
出
す
際
の
注
意
事
項

・
収
集
日
当
日
の
午
前
８
時
　３０

分
ま
で
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い

・
収
集
後
に
は
絶
対
に
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い

・
年
始
の
ご
み
収
集
は
、
平
成

　
年
１
月
４
日
昌
か
ら
通
常

２４ど
お
り
行
い
ま
す

【
ト
イ
レ
（
し
尿
、
浄
化
槽
）
の

 汲
 み
取
り
】

く　
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
年
末
年
始

の
休
業
期
間
（
　
月
　
日
昭
～

１２

２９

平
成
　
年
１
月
３
日
昇
）
は
、

２４

し
尿
や
浄
化
槽
の
汲
み
取
り
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
末
は

特
に
ト
イ
レ
の
汲
み
取
り
の
依

頼
が
増
え
ま
す
の
で
、
余
裕
を

持
っ
て
早
め
に
清
掃
業
者
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
斎
場
業
務
】

□
年
末
年
始
の
休
業
日
　
平
成

　
年
１
月
１
日
掌
（
年
始
休

２４業
日
）、
２
日
捷
（
友
引
）

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
へ
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
な
ど

【
自
主
納
付
が
原
則
で
す
】

　
納
税
の
本
来
の
姿
は
、
定
め

ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
自
主
的

に
納
付
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
現
在
、
納
付
の
方
法
は
、

納
付
書
で
役
場
窓
口
、
町
税
取

扱
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
納
付
し
て
い
た
だ

く
か
、
口
座
振
替
に
て
納
付
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
は
　
万
円
を
超
え
る

３０

も
の
、
使
用
期
限
を
過
ぎ
た
も

の
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

【
納
期
限
を
過
ぎ
た
ら
滞
納
で
す
】

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

収
納
課
　
　
　
　
内
線
１
５
４

環
境
課
　
　
　
　
内
線
１
３
２

臨
時
職
員

雇
用
候
補
者
登
録

　
町
で
は
、
臨
時
職
員
の
募

集
お
よ
び
補
充
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
、「
臨
時
職
員
雇

用
候
補
者
登
録
制
度
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
登

録
さ
れ
て
い
る
人
の
登
録
期

間
が
　
月
　
日
で
満
了
と
な

１２

３１

り
ま
す
。
引
き
続
き
登
録
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、　

月
　

１２

２２

日
昭
ま
で
に
総
務
課
人
事
係

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡

が
な
い
場
合
は
、
登
録
を
抹

消
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
町
で
は
引
き
続
き

臨
時
職
員
雇
用
候
補
者
の
登

録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
新
規
に
登
録
を
希
望
す

る
人
は
、
申
込
書
兼
登
録
票

を
総
務
課
人
事
係
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

□
登
録
方
法
　
申
込
書
兼
登

録
票
（
総
務
課
、
子
育
て
支

援
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
総

務
課
人
事
係
へ
提
出
す
る

□
登
録
期
間
　
登
録
日
か
ら

そ
の
年
の
　
月
　
日
ま
で

１２

３１

（
毎
年
更
新
）

□
受
付
期
間
　
随
時

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
人
事

係
（
内
線
２
２
５
）
へ
。

更
新
を
お
願
い
し
ま
す
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滞
納
と
は
、
決
め
ら
れ
た
納

期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　
督
促
、
文
書
、
電
話
、
訪
問

に
よ
る
再
三
の
催
告
に
も
か
か

わ
ら
ず
納
付
し
て
い
た
だ
け
な

い
場
合
、
ま
た
こ
の
ま
ま
で
は

滞
納
額
を
完
納
す
る
見
込
み
の

な
い
場
合
に
は
、
す
で
に
納
付

さ
れ
て
い
る
人
と
の
公
平
性

や
、
町
政
運
営
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
滞
納
処
分
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

【
財
産
の
差
し
押
え
を
行
い
ま
す
】

　
滞
納
処
分
と
は
、
滞
納
者
の

財
産
（
給
与
、
預
貯
金
、
不
動

産
、
自
動
車
な
ど
）
を
差
し
押

さ
え
、
換
価
・
公
売
す
る
こ
と

に
よ
り
滞
納
額
に
充
て
る
こ
と

で
す
。

　
ま
た
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら

延
滞
金
も
加
算
さ
れ
ま
す
。
延

滞
金
は
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら

納
付
の
日
ま
で
の
期
間
に
応
じ
、

計
算
し
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

【
町
税
は
あ
な
た
の
暮
ら
し
を

守
る
大
切
な
財
源
で
す
】

　
町
へ
納
め
て
い
た
だ
く
町
税

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で

豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

に
、
町
が
行
う
い
ろ
い
ろ
な
事

業
の
財
源
と
し
て
、
有
効
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
税

の
滞
納
は
、
こ
の
よ
う
な
財
源

が
損
な
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

徴
収
や
滞
納
処
分
に
は
、
多
額

の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
町
に

と
っ
て
大
き
な
損
失
と
な
り
、

ひ
い
て
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
不

利
益
と
な
り
ま
す
。　

町
民
の
皆
さ
ん
の
税
金
を
最
大

限
有
効
活
用
す
る
た
め
、
納
期

限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
時
間
外
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
】

　
収
納
課
で
は
、
通
常
業
務
時

間
内
の
ほ
か
に
、
時
間
外
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
納
付
だ

け
で
な
く
、
納
税
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

□
開
設
日
時

・
毎
週
水
曜
日
　
午
後
５
時
　１５

分
～
７
時
　
分
１５

・
毎
週
土
曜
日
　
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
５
時
　
分
１５

・
　
月
　
日
昭
、　

日
晶
　
午

１２

２９

３０

前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　

３０

１５

分
※
詳
し
く
は
、
収
納
課
へ
。

　大泉国際交流協会では、在住外国人

の皆さんに日本語に慣れ親しんでいた

だくため、毎年、日本のカレンダーや

手帳を収集して配布しています。

　各ご家庭で不用な２０１２年（平成２４

年）版のカレンダーや手帳がありまし

たら、ご協力をお願いします。

【収集】

□収集期限　１２月２８日昌

□収集場所

・国際協働課

・多文化共生コミュニティセンター

（西小泉２－２１－１２）

【配布】

□配布開始　平成２４年１月上旬

□配布場所

・役場

・多文化共生コミュニティセンター

※詳しくは、大泉国際交流協会事務局

（多文化共生コミュニティセンター内

緯６２・６０６６）へ。

　平成２４年２月

１日現在で、経

済センサス－活

動調査が実施さ

れます。

　この調査は、

統計法に基づき

実施されるもの

で、全ての事業所および企業を対象に

全産業分野の経済活動の状況を明らか

にすることを目的としています。平成

２１年にも経済センサスの調査があり

ましたが、それは「基礎調査」であり、

今回は「活動調査」となります。本調

査の実施にあたり、「事業所・企業統計

調査」などが廃止され「平成２３年工業

統計調査」などは中止されます。

※詳しくは、商工課（内線１３７）へ。

平成２４年

経済センサス－活動調査

不用カレンダーなどの
収集・配布

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人

に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権

者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ

ん
。
政
治
家
は
選
挙
区
内
に

あ
る
人
に
対
し
、
答
礼
の
た

め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除

き
、
年
賀
状
、
暑
中
見
舞
状

な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状

を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
事
項
が

あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理

委
員
会
（
内
線
２
２
２
）
へ
。

明
る
い
選
挙
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
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■
水
道
管
の
冬
支
度
は
お
済
み

で
す
か

　
寒
く
な
る
と
屋
外
の
露
出
し

た
水
道
管
の
凍
結
に
注
意
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

【
水
道
管
の
凍
結
防
止
】

　
水
道
管
や
蛇
口
に
市
販
の
保

温
材
を
巻
き
、
濡
れ
な
い
よ
う

に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
上

か
ら
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
で

保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

【
水
道
管
が
凍
結
し
て
水
が
出

な
い
場
合
】

　
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど

を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ

く
り
か
け
て
溶
か
し
て
く
だ
さ

い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
破

損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
破
損
し
た
場
合
】

　
水
道
管
や
蛇
口
が
破
損
し
た

と
き
は
、
止
水
栓
を
閉
め
て
水

を
止
め
て
か
ら
、
町
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
、
ま
た
は
町

水
道
指
定
工
事
店
協
同
組
合

（
緯
　
・
４
９
０
９
　
土
・
日
曜

６３

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
に
連

絡
し
て
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

　
宅
地
内
の
水
道
管
は
個
人
の

管
理
と
な
り
、
修
理
の
費
用
は

所
有
者
や
使
用
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
広
報
お
お
い
ず
み
５

月
　
日
号
に
掲
載
し
た

２５
町
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
、
新
た
に
３

事
業
者
を
指
定
し
ま
し

た
。

□
追
加
事
業
者

・
女
平
設
備
（
比
企
郡

滑
川
町
　
緯
０
４
９

３
・
　
・
１
１
５
７
）

５７

・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
テ
ク

ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
叙

（
前
橋
市
箱
田
町
　

緯
０
２
７
・
２
５
４
・

２
０
７
１
）

・
女
飯
塚
設
備
工
業
（
佐
野
市

戸
室
町
　
緯
０
２
８
３
・
　
・
６２

５
６
２
７
）

■
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
ご

協
力
を

　
皆
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
水

道
は
、
使
用
水
量
に
応
じ
て
料

金
を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
お

り
、
水
道
課
で
は
、
２
か
月
ご

と
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
検
針
で
は
、
料
金
を
計
算
す

る
だ
け
で
な
く
、
使
用
水
量
の

増
加
か
ら
宅
地
内
の
漏
水
を
発

見
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
正

確
か
つ
ス
ム
ー
ズ
な
検
針
が
行

え
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

□
注
意
事
項

・
犬
は
出
入
口
や
水
道
メ
ー

タ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ

な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

は
物
を
置
い
た
り
、
車
を
駐

車
し
な
い
で
く
だ
さ
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に

水
や
泥
が
入
ら
な
い
よ
う

に
、
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い

■
便
利
な
口
座
振
替
の
利
用
を

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
課
　
　
　
　
内
線
１
５
９

　保温材を巻きます。
蛇口が破裂しやすい
ので、上まで完全に
包んでください。

　毛布、布などを
併用し、その上から
ビニールなどで巻い
てください。

保温材

毛布

布

　
大
泉
国
際
交
流
協
会
で

は
、
第
　
回
国
際
ふ
れ
あ
い

１３

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　

２４

２９

日
掌
　
午
後
２
時
～

□
場
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル

（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
各
国
料
理
の
試

食
、
も
ち
つ
き
、
サ
ン
バ
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
バ
ン
ド
演

奏
、
お
抹
茶
体
験
、
抽
選

会
な
ど

□
申
込
方
法
　
大
泉
国
際
交

流
協
会
事
務
局
（
多
文
化

共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
内
）、
ま
た
は
国
際
協

働
課
へ
参
加
費
を
添
え
て

直
接
申
し
込
む
  

□
費
用
　
５
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
大
泉
国
際
交

流
協
会
事
務
局
（
緯
　
・
６

６２

０
６
６
）
へ
。

国際
ふれあいパーティー

第１３回
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　町では、食生活改善推進員による男

性を対象にした「１人でもできる簡単

料理教室」を開催します。

□日時　平成２４年１月１７日昇　午前９

時３０分～午後１時

□場所　保健福祉総合センター（吉田

２４６５）

□対象　町内在住の男性

□定員　２０人（定員になりしだい締め

切り）

□申込方法　健康づくり課へ直接、ま

たは電話で申し込む

□申込期限　平成２４年１月１１日昌

□持参する物　エプロン・三角巾

□費用　無料

※詳しくは、健康づくり課（緯６２・

２１２１）へ。

男性の料理教室

お
す
す
め
し
ま
す

　
口
座
振
替
に
す
る
と
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
の

支
払
い
の
手
間
が
省
け
、
納
付

期
限
を
気
に
す
る
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
の
で
、
水

道
課
、
ま
た
は
直
接
金
融
機
関

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
取
扱
金
融
機
関

・
ア
イ
オ
ー
信
用
金
庫

・
足
利
小
山
信
用
金
庫

・
足
利
銀
行

・
桐
生
信
用
金
庫

・
群
馬
銀
行

・
東
和
銀
行

・
館
林
信
用
金
庫

・
中
央
労
働
金
庫

・
邑
楽
館
林
農
業
協
同
組
合

・
東
群
馬
信
用
組
合

・
郵
便
局（
直
接
申
し
込
み
の
み
）

■
給
水
停
止
の
実
施
に
つ
い
て

　
水
道
事
業
は
、
水
道
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

料
金
収
入
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。
水
道
料
金
を
納
入
さ

れ
な
い
世
帯
が
増
加
す
る
と
、

水
道
事
業
の
経
営
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
利

用
者
間
に
不
公
平
が
生
じ
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
特
別
な
理
由
な

く
料
金
を
滞
納
し
て
い
る
人
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
間
の
公
平

を
確
保
す
る
た
め
に
給
水
停
止

を
実
施
し
ま
す
。

　
水
道
料
金
の
期
限
内
の
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
納
付
相
談
の
実
施

　
失
業
、
病
気
な
ど
で
生
活
が

困
窮
し
て
納
付
が
困
難
な
人

は
、
分
割
納
付
な
ど
の
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
時
間
外
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
　
水
道
課
で
は
、
通
常
業
務
時

間
内
の
ほ
か
に
、
時
間
外
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

□
開
設
日
時

・
毎
週
土
曜
日
　
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
５
時
　
分
１５

・
　
月
　
日
昭
、　
日
晶
　
午
前

１２

２９

３０

　
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

□
取
扱
業
務
　

・
水
道
の
使
用
開
始
の
受
付
お

よ
び
開
栓

・
水
道
の
使
用
中
止
の
受
付

・
上
下
水
道
料
金
の
納
付

※
詳
し
く
は
、
水
道
課
へ
。

　
　
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、

６５
町
の
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
の
う
ち
、
認
知
症
や
身
体

上
の
障
害
が
一
定
の
基
準
に

該
当
す
る
人
に
対
し
て
、
障
害

者
・
特
別
障
害
者
に
準
ず
る

認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。
認

定
書
は
、
所
得
税
や
町
県
民

税
の
申
告
の
際
に
提
示
す
る

こ
と
で
、
税
法
上
の
障
害
者
控

除
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

□
申
請
先
　
長
寿
支
援
課
介

護
保
険
係

□
持
参
す
る
物
　
介
護
保
険

被
保
険
者
証
、
印
鑑

※
詳
し
く
は
、長
寿
支
援
課
介
護

保
険
係（
緯
　
・
２
６
３
２
）へ
。

５５

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
の
交
付

　耐震診断調査資格者が耐震診断を実

施します。地震に弱い部分や倒壊する

おそれがあるかを調べます。

□対象となる住宅　次の条件を全て満

たす町内の木造住宅

・昭和５６年５月３１日以前に着工され

た一戸建ての住宅または併用住宅

（住宅部分の床面積が２分の１以上）

・平屋または２階建て

・在来軸組構法によって建てられたも

の

□募集戸数　３戸（定数になりしだい

締め切り）

□申込方法　建築課へ直接申し込む

□申込期間　１２月１９日捷～２８日昌

□用意する物　建築確認書、壁の位置

の分かる平面図など

□費用

・耐震診断費…無料

・交通費…１,０００円（耐震診断者に直接

お支払いいただきます）

※税金の滞納がないことなど必要な条

件があります。詳しくは、建築課（内

線２０５）へ。

木造住宅
耐震診断者派遣事業
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大
泉
交
通
安
全
協
会
で
は
、
平

成
　
年
春
の
優
良
自
動
車
運
転
者

２４
表
彰
の
受
賞
候
補
者
を
受
け
付
け

ま
す
。

□
表
彰
区
分
（
い
ず
れ
も
交
通
安

全
協
会
員
で
あ
る
人
）

・
旭
日
金
冠
章
…
無
事
故
・
無
違

反
が
　
年
以
上
で
、
す
で
に
金

４０

冠
金
章
を
受
け
て
い
る
人

・
金
冠
金
章
…
無
事
故
・
無
違
反

が
　
年
以
上
で
、
す
で
に
金
冠

３０
銀
章
を
受
け
て
い
る
人

・
金
冠
銀
章
…
無
事
故
・
無
違
反

が
　
年
以
上
で
、
す
で
に
金
章

２０
を
受
け
て
い
る
人

・
金
章
…
無
事
故
・
無
違
反
が
　１５

年
以
上
で
、
す
で
に
銀
章
を
受

け
て
い
る
人

・
銀
章
…
無
事
故
・
無
違
反
が
　１０

年
以
上
で
、
す
で
に
銅
章
を
受

け
て
い
る
人

・
銅
章
…
無
事
故
・
無
違
反
が
５

年
以
上
の
人

□
申
請
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

２４

２４

日
　（火）

□
申
請
方
法
　
大
泉
交
通
安
全
協

会
、
ま
た
は
交
通
安
全
協
会
支

部
長
へ
無
事
故
・
無
違
反
証
明

書
（
　
月
１
日
以
降
発
行
の
も

１２

の
）、
表
彰
上
申
書
、
念
書
を
添

え
て
申
請
す
る

□
問
い
合
わ
せ
先
　
大
泉
交
通
安

全
協
会
、
ま
た
は
各
支
部
長
へ

・
大
泉
東
支
部
長
　
中
尾
昇
市
さ

ん
　
緯
　
・
２
２
７
２

６２

・
大
泉
中
支
部
長
　
引
間
則
夫
さ

ん
　
緯
　
・
５
８
７
２

６２

・
大
泉
西
支
部
長
　
國
森
武
彦
さ

ん
　
緯
　
・
４
６
６
０

６３

・
大
泉
南
支
部
長
　
島
田
金
寿
さ

ん
　
緯
　
・
５
９
３
４

６２

※
詳
し
く
は
、
大
泉
交
通
安
全
協

会
（
緯
　
・
２
６
８
７
）
へ
。

６２

　
Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
青
年
部
で
は
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
第
２
弾
を
開
催
し

ま
す
。

　
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
を
体
験
し
、

楽
し
み
な
が
ら
す
て
き
な
出
会
い

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２４

２８

（土）

午
後
０
時
　
分
～
５
時
　
分

３０

３０

□
場
所
　
地
域
農
業
総
合
管
理
施

設
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
邑
楽
町

篠
塚
１
２
７
５
）

□
内
容
　
１
対
１
ト
ー
ク
タ
イ

ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
体
験
、

フ
リ
ー
ト
ー
ク
タ
イ
ム
、
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
発
表

□
対
象
　
　
～
　
代
前
半
の
独
身

３０

４０

女
性

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

１０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
園

芸
企
画
課
へ
直
接
、
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

２４

１３

日
　（金）

□
費
用
　
１
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
園

芸
企
画
課
増
田
さ
ん
（
緯
　
・
４

７３

９
９
１
）
へ
。

大
泉
交
通
安
全
協
会

春
の
優
良
運
転
者
表
彰

東日本大震災関連情報

【町内の放射線量の測定】

　町では、町内の公共施設など

において屋外の空間放射線量の

測定を実施し、測定の結果は、

地上高さ１杓地点の基準値

「０．２３マイクロＳｖ／時」を下

回っています。

□測定日　１１月８日～２５日

□測定場所　町内公共施設など

２４地点（地上高さ１ｍ地点）

□測定値

・最大値…０.１３０マイクロＳｖ／時

・最小値…０.０６１マイクロＳｖ／時

※詳細は、町ホームページをご

覧ください。

【水道水の安全性】

　１１月８日、２４日に町内２か所

の浄配水場と、１２月２日に東部

地域水道事務所（千代田町）で

放射性物質の検査を行った結

果、それぞれ放射性物質は検出

されず、飲用に支障がないこと

が確認されています。

【被災者への支援（１１月３０日現在）】

□義援金総額　１,５０４万５,９３６円

□避難者受入件数　６世帯２２人

（長沼町営住宅）

Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
園
芸
企
画
課

婚
活
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
体
験

　
除
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議

会
で
は
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
す
と
と
も
に
、
他
の
家
庭

と
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
親
子
ス
キ
ー
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

□
日
時
　
平
成
　
年
２
月
５

２４

日
掌
　
午
前
　
時
～
午
後

１０

４
時

□
行
き
先
　
水
上
宝
台
樹
ス

キ
ー
場
（
利
根
郡
み
な
か

み
町
）

□
対
象
　
県
内
在
住
の
母

（
父
）
子
家
庭
の
母（
父
）と

子
（
高
校
生
以
下
）
お
よ

び
寡
婦

□
定
員
　
１
２
０
人
（
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

□
乗
車
場
所
　
太
田
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
館
林
市
役

所
ほ
か

親
子
ス
キ
ー
教
室
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私
た
ち
は
日
常
生
活
や
社
会
活

動
に
お
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で

た
く
さ
ん
の
水
を
使
っ
て
い
ま

す
。
　
町
で
は
、
各
家
庭
や
事
業
所
な

ど
の
台
所
、
風
呂
、
洗
濯
、
洗
面

所
、
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
出
る
全
て

の
汚
れ
た
水
を
、
下
水
道
管
を
通

し
て
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
集

め
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
自
然
に

か
え
す
た
め
、
計
画
的
に
下
水
道

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

は
、
宅
地
内
の
排
水
設
備
接
続
工

事
を
行
い
、
一
日
も
早
く
下
水
道

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
衛
生
的

で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

す
で
に
下
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い

る
家
庭
で
は
油
な
ど
を
下
水
道
に

流
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
（
内
線

１
６
２
）
へ
。

　
　
歳
未
満
の
第
１
号
被
保
険
者

３０
で
所
得
の
少
な
い
人
に
は
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
世
帯
主
（
同
居

の
親
な
ど
）の
所
得
に
関
係
な
く
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一

定
の
基
準
以
下
の
場
合
に
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
も
の
で

す
。
保
険
料
の
納
付
猶
予
を
受
け

て
い
る
期
間
中
に
万
が
一
の
事
故

な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
場
合
に

は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
猶
予
を
受
け
た
期
間
は

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎

年
金
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、　

年
以
内
に
保
険
料
を
納

１０

め
る
こ
と
（
追
納
）
が
必
要
で
す
。

　
承
認
期
間
は
、
７
月
か
ら
平
成

　
年
６
月
ま
で
で
す
。
若
年
者
納

２４付
猶
予
制
度
を
申
請
さ
れ
る
人

は
、
住
民
課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
は
原
則
と
し
て
毎

年
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
翌
年
度

以
降
分
も
あ
ら
か
じ
め
申
請
（
継

続
申
請
）す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
（
内
線
１

２
３
）、ま
た
は
太
田
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課
（
緯
　
・
３
７
１
２
）

４９

へ
。

　　
城
部
公
民
館
で
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
１

１２

２３

（金）

時
～
５
時

□
場
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

ビ
ー
ト
ル
ズ
フ
ェ
ス
タ
（
ビ
ー

ト
ル
ズ
、
サ
ザ
ン
・
オ
ー
ル
ス

タ
ー
ズ
コ
ピ
ー
バ
ン
ド
な
ど
数

バ
ン
ド
が
出
演
し
ま
す
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
費
用
　
無
料

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

城
部
公
民
館
副
館
長
増
澤
さ
ん

（
緯
　
・
２
５
６
５
）
へ
。

６２
城
部
公
民
館
副
館
長
増
澤
さ
ん

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

太
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　大泉国際交流協会では、平成２４年４

月上旬にアメリカ・シカゴ市の高校生

を迎えるにあたり、ホストファミリー

の登録者を募集します。

□申込方法　大泉国際交流協会事務局

（多文化共生コミュニティセンター

内）へ電話で申し込む

※後日、説明会の日程などをご連絡し

ますので、申し込みの際に、住所、氏

名、電話番号をお知らせください。詳

しくは、大泉国際交流協会事務局（緯

６２・６０６６）へ。

　ホストファミリー登録者

　日本のトップアスリートが集結し、

熱き戦いを繰り広げる「ニューイヤー

駅伝ｉｎぐんま」が新春の上州路を舞台

に繰り広げられます。

　全国６地区の予選を勝ち抜いた３７

チームが実力日本一をかけて、７区間・

１００㎞を駆け抜けます。県庁をはじめ、

各中継ポイントでは、郷土芸能の披露

や郷土料理などが花を添え、大会を盛

り上げるイベントも盛りだくさんで

す。沿道に足を運び、ぜひ大きな声援

を送ってください。

□日時　平成２４年１月１日掌　午前９

時１０分～　県庁前スタート

□テレビ放送　ＴＢＳ系列２８局フルネッ

ト　午前８時３０分～（６時間生中継）

※当日は、交通規制にご協力をお願い

します。詳しくは、ニューイヤー駅伝実施

本部（県総務部総務課　緯０２７・２２６・

２０３２　http://www.pref.gunma.jp/）へ。

ニューイヤー駅伝
２０１２ｉｎぐんま

募集します 下
水
道
課

下

水

道

へ

接

続

を

□
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き

に
住
所
・
電
話
番
号
・
参

加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・

希
望
乗
車
地
お
よ
び
親
子

ス
キ
ー
教
室
と
記
入
の

上
、
除
県
母
子
寡
婦
福
祉

協
議
会
（
〒
　
０
８
４
３

３７１

前
橋
市
新
前
橋
町
　
の
１３

　
）
へ
申
し
込
む

１２
□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１

２４

月
　
日
晶
　
必
着

１３

□
費
用（
バ
ス
代
・
昼
食
代
・

保
険
料
・
ス
キ
ー
教
室
参

加
料
）　

・
母
（
父
）
…
２
０
０
０
円

・
子
…
１
０
０
０
円

・
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
…
５

０
０
円

※
詳
し
く
は
、
除
県
母
子
寡

婦
福
祉
協
議
会
（
緯
０
２
７
・

２
５
５
・
６
６
３
６
）
へ
。

　携帯で右のＱＲコード

を読み込むと、ＳＵＢＡＲＵ陸上部の最

新ニュース、順位速報などが見られ

ます。

※詳しくは、富士重工業叙人事部厚

生課（緯２６・２０５３）へ。

ＳＵＢＡＲＵ陸上部

駅伝速報
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放
送
大
学
で
は
、
平
成
　
年
度

２４

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学

ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
・
職
業
の

人
が
学
ん
で
い
ま
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

□
出
願
期
限
　
平
成
　
年
２
月
　

２４

２９

日
　（水）

※
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

p://w
w
w
.ouj.a

c.jp/

）
で
も
詳
細
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。詳
し
く
は
、

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

（
緯
０
２
７
・
２
３
０
・
１
０
８
５
）

へ
。
　　

県
営
住
宅
入
居
者
は
公
開
抽
選

で
選
定
し
ま
す
。
今
回
募
集
す
る

県
営
住
宅
は
、
募
集
案
内
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

□
入
居
資
格
　
現
在
住
宅
に
困
窮

し
て
い
て
、
親
族
と
入
居
す
る

予
定
の
人
、
ま
た
は
単
身
の
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
（
収
入

制
限
が
あ
り
ま
す
）

□
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場

所
　
県
住
宅
供
給
公
社
（
前
橋

市
紅
雲
町
）、
県
土
木
事
務
所
、

役
場
建
築
課

□
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
県
住

宅
供
給
公
社
へ
郵
送
す
る

□
申
込
期
間
　
平
成
　
年
１
月
４

２４

日
　
～
　
日
　

（水）

１８

（水）

□
入
居
可
能
日
　
平
成
　
年
４
月

２４

１
日
　（日）

※
一
部
の
県
営
住
宅
は
、
随
時
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
募
集
案
内
、

ま
た
は
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.g
unm
a
-jkk

.or.jp/

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
県
住
宅
供
給
公
社
（
緯

０
２
７
・
２
２
３
・
５
８
１
１
）

へ
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２４

２２

（日）

午
後
２
時
～
４
時
（
午
後
１
時

開
場
）

□
場
所
　
群
馬
会
館
ホ
ー
ル
（
前

橋
市
大
手
町
２
の
１
の
１
）

□
内
容
　
災
害
時
の
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
～
い
ま
、
一
人
ひ
と
り
が
で

き
る
こ
と
～

□
講
師
　
金
　
吉
晴
氏
（
　
国
立

（独）

精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
精
神
保
健
研
究
所
　
成
人

精
神
保
健
研
究
部
長
）

□
定
員
　
４
０
０
人
（
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
県
こ
こ

ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
へ
は
が
き

（
〒
　
２
１
６
６
　
前
橋
市
野

３７９

中
町
３
６
８
）、ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
２
７
・
２
６
１
・
９
９
１
２
）

で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

２４

１３

日
　
　
必
着

（金）

□
費
用
　
無
料

※
電
子
申
請
に
よ
る
申
し
込
み
も

で
き
ま
す
。
車
で
会
場
に
お
越
し

の
際
は
、
県
庁
県
民
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
県

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
（
緯
０

２
７
・
２
６
３
・
１
１
６
６
）
へ
。

　
１
２
０
０
年
以
上
も
形
を
変
え

る
こ
と
な
く
、
綿
々
と
受
け
継
が

れ
、
音
楽
的
、
歴
史
的
価
値
が
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
雅
楽
の
優
雅

な
世
界
に
ひ
た
り
ま
し
ょ
う
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２４

２５

（水）

午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
文
化
む
ら
小
ホ
ー
ル

（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
講
師
　
雅
楽
愛
好
者
会
の
皆
さ
ん

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

７０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
町
公
民
館
内
学
級

事
務
室
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
む
（
平
日
　
午
前
９

時
～
午
後
５
時
ま
で
受
付
）

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

２４

１８

日
　（水）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
町
公
民
館
内
学
級

事
務
室
（
緯
　
・
２
５
４
２
）
へ
。

６２

館
林

高
等
看
護
学
院

□
応
募
資
格

・
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人

ま
た
は
卒
業
見
込
の
人

・
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
合
格
者

□
定
員
　
　
人
（
推
薦
入
学

４０

者
を
含
む
）

□
修
業
年
限
　
３
年

□
願
書
受
付
期
間
　
　
月
　

１２

１９

日
捷
～
平
成
　
年
１
月
　

２４

１０

日
昇
　
必
着

□
試
験
日

・
第
１
次
試
験
…
平
成
　
年
２４

１
月
　
日
昇

１７

・
第
２
次
試
験
（
第
１
次
試

験
合
格
者
の
み
）
…
平
成

　
年
１
月
　
日
晶

２４

２７

□
試
験
場
所
　
館
林
高
等
看

護
学
院
（
館
林
市
苗
木
町

２
４
９
７
の
１
）

□
試
験
科
目

・
第
１
次
試
験
…
国
語
総
合

（
現
代
文
の
み
）、
英
語
Ⅰ
・

Ⅱ
、
数
学
Ⅰ
・
Ａ

・
第
２
次
試
験
…
小
論
文
、

面
接
試
験

□
受
験
料
　
２
万
円
（
郵
便

普
通
為
替
に
よ
る
）

※
出
願
書
類
な
ど
詳
し
く

は
、
館
林
高
等
看
護
学
院
（
緯

　
・
７
１
７
５
）
へ
。

７３

県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
の
県
民
講
座

県
住
宅
供
給
公
社

県

営

住

宅

入

居

者

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

放
送
大
学
４
月
入
学
生

町
公
民
館
内
学
級
事
務
室

伝
統
音
楽「
雅
楽
」に
触
れ
る

学
生
募
集



(11) 広報おおいずみ　Ｈ23.12.10　Vol.728

○  町民相談
□日時　月～金曜日　午前８時３０分～
午後５時１５分
□場所　町民相談室（役場内）
□内容　行政に対する苦情や要望、
日常生活上の悩みごとや困りごと
※フリーダイヤル　緯０１２０・００１３０４

○ 法律相談
□日時　１２月２２日(木)・１月１２日（木）　
午前１０時３０分～午後３時３０分
□場所　町民相談室（役場内）
□担当者　顧問弁護士
※相談希望の人は、予約が必要なた
め、あらかじめ町民相談室(内線１３０)
へ。

○ 教育相談
□日時　月～金曜日　午前１０時～
午後４時
□場所　教育研究所（城之内４-２-
１）

□担当者　教育相談員
□内容　非行、いじめ、不登校など
の教育に関する悩みごと

□対象　小学生、中学生、保護者ほか
※詳しくは、教育研究所　緯６３・８６２６
へ。

○ 親と子の電話相談
□日時　月～金曜日　午後２時～５
時
□担当者　相談経験豊かな先生
□内容　学校での悩みごとなど
※フリーダイヤル　緯０１２０・００１３０５

　
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
看

護
職
有
資
格
者
の
再
就
業
を
支
援

す
る
「
平
成
　
年
度
第
３
回
看
護

２３

力
再
開
発
講
習
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　
～

２４

２５

（水）

　
日
　
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後

２７

（金）

３０

３
時
　
分
４５

□
場
所
　
慶
友
整
形
外
科
病
院

（
館
林
市
羽
附
町
１
７
４
１
）

□
対
象
　
未
就
業
の
看
護
職
有
資

格
者
、
在
宅
か
ら
再
就
職
し
た

１
年
未
満
の
看
護
職
者

□
定
員
　
　
人
２０

□
申
込
方
法
　
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

２４

２０

日
　（金）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
（
前
橋
市
上
泉
町
１
８
５
８

の
７
　
緯
０
２
７
・
２
６
９
・
５

２
０
２
）
へ
。

　
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で

は
、
精
神
科
医
師
に
よ
る
、
薬
物
、

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
依
存
症
の
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
相
談
日
時
　
毎
月
第
２
・
４
火

曜
日
　
午
前
８
時
　
分
～
正
午

３０

（
予
約
制
）

□
相
談
場
所
　
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
野
中
町
３

６
８
）

※
事
前
に
、
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

ン
タ
ー
相
談
専
用
電
話
（
緯
０
２

７
・
２
６
３
・
１
１
５
６
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
県

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
（
緯
０

２
７
・
２
６
３
・
１
１
６
６
）
へ
。

　【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
４
日

２４

　
、　

日
　
　
午
後
３
時
～
５

（水）

１８

（水）

時
□
担
当
　
後
藤
幸
彦
先
生
（
つ
つ

じ
メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
院
長
）

【
子
育
て
こ
こ
ろ
の
相
談
】

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２４

１８

（水）

午
前
９
時
～
正
午

【
共
通
事
項
】

□
場
所
　
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

（
館
林
市
大
街
道
１
の
２
の
　
）
２５

□
申
込
方
法
　
館
林
保
健
福
祉
事

務
所
へ
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
館
林
保
健
福
祉
事

務
所
（
緯
　
・
３
２
３
０
）
へ
。

７２

□
町
内
福
祉
施
設
お
よ
び
被
災
者

へ
・
タ
オ
ル
４
８
９
枚
、
石
け
ん
２

２
４
個
、
洗
剤
　
個
な
ど

３６

　
　
日
東
電
機
製
作
所
コ
ン
サ
ー

（株）ト
実
行
委
員
会

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

看
護
力
再
開
発
講
習
会

県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

依

存

症

相

談

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
事
務
所
各
種
相
談

□
期
間
　
　
月
　
日
松
～
　

１２

１７

２５

日
掌
　
午
前
９
時
～
午
後

６
時
（
　
日
掌
は
、
午
後

２５

３
時
ま
で
）

□
場
所
　
太
田
市
駅
な
か
文

化
館
（
太
田
市
東
本
町
　１６

の
４
　
東
武
鉄
道
太
田
駅

１
階
）

□
内
容
　
来
春
卒
業
す
る
生

徒
の
絵
画
・
彫
刻
・
デ
ザ

イ
ン
な
ど
を
展
示

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
立
西
邑
楽

高
等
学
校
（
緯
　
・
５
８
５

６３

１
）
へ
。

「
第
　
回
１１卒
業
制
作
展
」

県
立
西
邑
楽
高
等
学
校

芸
術
科
美
術
コ
ー
ス



「
み
ん
な
の
声
」は
、
み
ん
な
で
創
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
、
ご
意
見
、
ご
質
問
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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清掃を行っている皆さん

地
元
の
公
園
を
き
れ
い
に
！

長
年
、
城
之
内
公
園
の
清
掃
を
行
っ
て
い
る

城
部
（
４
・
９
区
）
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

　日頃から多くの人が立ち寄り、春には

桜の名所としても親しまれている城之内

公園。その公園をきれいにしようと、春

から秋にかけて、月２回、有志が早朝に

清掃活動を行っています。

　「自分たちでできることをしているだ

けです」と話してくれた地元の皆さんの

清掃活動の様子をご紹介します。

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
今

日
も
早
い
で
す
ね
」
と
、

城
之
内
公
園
に
は
朝
早
く
か
ら

元
気
な
声
が
響
き
ま
す
。
続
々

と
集
ま
る
の
は
、
４
・
９
区
の

老
人
ク
ラ
ブ
「
城
部
福
寿
会
」

の
皆
さ
ん
や
、
地
元
民
生
委
員

児
童
委
員
さ
ん
。
手
に
は
竹
ぼ

う
き
が
握
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
毎
年
５
月
か
ら

　
月
ま
で
、
第
１
・
第
３
日
曜

１１日
の
早
朝
に
、
城
之
内
公
園
の

清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

掃
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
今
年
で
　
年
に
な

１５

り
ま
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
た

の
は
、
城
部
福
寿
会
公
園
清
掃

部
長
を
務
め
る
 阿
  部
 　
 寛
 さ
ん

あ
 

べ
 

ひ
ろ
し

で
す
。

　
清
掃
は
あ
く
ま
で
も
自
由
参

加
。
し
か
し
、
活
動
が
中
止
と

な
る
雨
天
の
日
を
除
け
ば
、
部

員
　
人
の
う
ち
、
毎
回
多
く
の

２９
参
加
者
が
集
ま
り
、
清
掃
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
阿
部
さ
ん
は
、「
自
分
た
ち
で

「
清

「
お
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町の人口と世帯

(　)内は外国人登録者・世帯数

前月対比１１月末日現在の数

－７２４１,１４０人
人 口

(－５６)(６,２０７人)

－３１２１,２２７人
男

(－２９)(３,２７３人)

－４１１９,９１３人
女

(－２７)(２,９３４人)

－１２１７,５４８世帯
世帯数

(－２１)(３,１３８世帯)

出  生　３０人　死  亡　２７人

先月の１１９番

□納期限　１２月２６日捷

□今月の納期

・固定資産税　　　　　　４期

・国民健康保険税　　　　６期

・介護保険料　　　　　　６期

・後期高齢者医療保険料　６期

今月の納期

平成２３年累計１１月分

１１（１０）件１（１）件△火災発生
（　）内は建物火災
１７,６６４,０００円調査中△損 害 額

１,２２６件１２４件△救急出動

１５９件１６件　煙交通事故

８３４件８７件　煙急 病

２３３件２１件　煙そ の 他

・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

【延長窓口】

・１２月１４日、２１日、２８日および１月７日の水

曜日　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・税務課・収納課・建築課

【土曜窓口】

・１２月１０日、１７日、２４日および１月７日の土

曜日　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課・水道課

※内容によっては受付ができないこともあり

ますので、事前にご確認ください。詳しくは、

各担当課へ。

時間外窓口

OIZUMI
 TOWN

で
き
る
こ
と
を
し
て
い
る
だ
け

で
す
。
地
域
の
環
境
美
化
に
少

し
で
も
協
力
で
き
れ
ば
と
、
一

人
ひ
と
り
が
一
生
懸
命
が
ん

ば
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

材
に
伺
っ
た
の
は
、
木
々

の
葉
も
色
づ
い
た
　
月
６

１１

日
。
集
合
時
間
を
過
ぎ
る
と
、

ラ
ジ
オ
体
操
の
音
楽
が
流
れ
ま

す
。
参
加
者
全
員
で
元
気
に
体

を
動
か
す
と
、
い
よ
い
よ
作
業

の
始
ま
り
で
す
。

　
こ
の
日
、辺
り
を
見
回
す
と
、

落
ち
葉
が
地
面
い
っ
ぱ
い
に
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

前
日
か
ら
当
日
の
朝
に
か
け
て

雨
が
降
っ
た
た
め
、
落
ち
葉
は

水
分
を
含
み
、
重
み
を
増
し
て

い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
清
掃
部
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
は
、
そ
ん
な
状
況
も

な
ん
の
そ
の
。
清
掃
箇
所
は
、

公
園
駐
車
場
や
お
堀
の
周
り
、

遊
具
周
辺
、公
園
の
周
り
な
ど
、

い
わ
ば
公
園
の
供
顔
僑。「
落
ち

葉
が
多
い
ね
」「
葉
っ
ぱ
が
雨
を

吸
っ
ち
ゃ
っ
て
重
い
ね
」
な
ど

と
話
し
な
が
ら
も
、
慣
れ
た
様

子
で
て
き
ぱ
き
と
ほ
う
き
を
動

か
し
、
落
ち
葉
を
寄
せ
集
め
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
集
め
ら

れ
た
落
ち
葉
を
大
き
な
ち
り
と

り
で
拾
い
、
ご
み
袋
に
詰
め
て

い
き
ま
す
。

　
約
１
時
間
ほ
ど
か
け
て
清
掃

作
業
が
行
わ
れ
る
と
、
落
ち
葉

は
見
る
影
も
な
く
な
り
、
皆
さ

ん
は
「
お
疲
れ
さ
ま
」
と
声
を

か
け
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
公
園

を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

と
ま
ず
今
年
の
活
動
は
先

月
で
終
了
で
す
が
、
今
後

に
つ
い
て
伺
う
と
、
阿
部
さ
ん

は
、「
参
加
者
が
い
な
く
な
ら
な

い
限
り
、
来
年
以
降
も
公
園
の

清
掃
を
続
け
て
い
く
と
思
い
ま

す
よ
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

手
を
動
か
し
な
が
ら
、
参
加
者

同
士
お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
が
、

活
動
の
楽
し
み
の
一
つ
で
、
城

之
内
公
園
周
辺
を
散
歩
す
る
人

か
ら
の
「
ご
苦
労
さ
ま
で
す
」

と
い
う
一
言
が
、
励
み
に
な
る

と
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
取
材
に
伺
っ
た
こ
の
日
は
、

落
ち
葉
掃
除
が
主
で
し
た
が
、

一
年
を
通
し
て
多
い
の
は
、
空

き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の

ご
み
と
の
こ
と
。
私
た
ち
も
、

公
園
を
き
れ
い
に
使
い
た
い
で

す
ね
。

ひ

清掃後のお堀周辺

取
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【
こ
の
冬
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
負

け
な
い
た
め
に
～
が
ん
ば
っ
て
、

早
め
の
予
防
～
】

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
例
年
、
１

月
か
ら
２
月
が
ピ
ー
ク
に
な
り
、

３
月
ご
ろ
ま
で
流
行
し
ま
す
。
普

通
の
風
邪
と
違
い
重
症
化
し
、
と

き
に
は
肺
炎
を
合
併
し
て
死
に
至

る
こ
と
も
少
な
く
な
い
の
で
、
早

め
の
予
防
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

【
予
防
の
４
つ
の
心
が
け
】

□
こ
ま
め
に
手
洗
い
を
す
る
　
ウ

イ
ル
ス
は
手
な
ど
を
介
し
て
感

染
す
る
た
め
、
こ
ま
め
に
手
を

洗
う
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

□
外
出
後
は
う
が
い
を
す
る
　
う

が
い
は
の
ど
を
清
潔
に
し
、
ウ

イ
ル
ス
を
取
り
つ
き
に
く
く
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
外
出
後

は
、
う
が
い
を
す
る
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う

□
体
を
暖
め
る
　
寒
さ
は
呼
吸
器

の
血
液
循
環
を
悪
く
し
、
体
の

抵
抗
力
を
弱
め
ま
す
。
体
を
冷

や
さ
な
い
よ
う
、
温
か
い
食
事

を
と
っ
た
り
、
外
出
時
は
暖
か

い
服
装
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
厚
着
し
す
ぎ
は
逆
効

果
で
す

□
ウ
イ
ル
ス
か
ら
避
難
す
る
　

・
流
行
時
に
は
で
き
る
だ
け
人
込

み
に
は
行
か
な
い
。
ま
た
、
多

く
人
が
集
ま
る
場
所
を
避
け
る

・
マ
ス
ク
を
す
る

・
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
る

【
か
か
っ
た
な
？
　
と
思
っ
た
ら
】

　
早
く
治
す
こ
と
が
大
切
で
、
無

理
を
せ
ず
栄
養
を
と
り
、
暖
か
く

し
て
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
で
す
。

特
に
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
持
病

の
あ
る
人
の
場
合
は
重
症
化
し
や

す
い
の
で
、
軽
く
考
え
ず
に
早
め

に
医
師
の
診
察
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

【
ひ
ろ
げ
よ
う
　
 咳
 エ
チ
ケ
ッ
ト
】

せ
き

　
マ
ス
ク
を
せ
ず
、
咳
や
く
し
ゃ

み
を
す
る
と
、
ウ
ィ
ル
ス
が
２
ｍ

か
ら
３
ｍ
飛
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
必
要
な
こ
と
が
「
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
実
行
す
る
こ
と

で
、
咳
・
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き

に
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻

を
押
さ
え
、
周
り
の
人
か
ら
顔
を

そ
む
け
ま
し
ょ
う
。
使
用
後
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
す
ぐ
に
ふ
た
付

き
の
ご
み
箱
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

症
状
の
あ
る
人
は
マ
ス
ク
を
正
し

く
着
用
し
、
感
染
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

（
健
康
づ
く
り
課
・
久
保
田
松
江
）

イラストは黒で描いてね！
▼

Ｐ
・
N
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

▼

Ｐ
・
N
　
空
木

▼

Ｐ
・
N
　
オ
ザ
キ

健康づくり課のスタッフが、

健康についての鍵をご紹介し

ます。

【今月の鍵】

インフルエンザ

エッセイ

豊心 町長町長の日記からの日記からにか

　東日本大震災による福島原発からの放

射性物質の環境汚染は、東北地方はもと

より全国に計り知れない被害をもたらし

た。

　放射性物質は、生態系に決してなじま

ない、毒物とも言える異質な物質である。

地球規模での森林破壊や、産業構造によ

る二酸化炭素増加がもたらす地球温暖

化。それに伴う異常気象はタイの大洪水

をみても明らかである。

　現代に生きる我々は、これらの問題に

真剣に向き合い、このすばらしい地球環

境をこれ以上汚したり、傷つけたりする

ことのないようにし、次世代に引き継ぐ

責務を負っている。

　この行事を再認識する機会とし、かけ

がえのない自然と共生し、より良い生活

環境を築いていきたい。

町
内
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

の
様
子

ゴミ拾い　集いて温し　冬隣り

～１１月～
町内クリーン大作戦と

第１回環境フェア

（ごみひろい　つどいてぬくし　ふゆどなり）
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　町消費生活相談員が、さまざまな事例を元に、かしこい

消費生活を送るワンポイントをご紹介します。

かしこい消費者の手引き

冗町消費生活センター　緯６３･３５１１

【第２１回】振り込め詐欺が再び増加！

　
特
定
の
地
域
で
、
役
場
な
ど

自
治
体
職
員
を
名
乗
る
還
付
金

詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
月

に
よ
っ
て
多
発
す
る
地
域
が
異

な
り
、
９
月
に
は
茨
城
県
で
　１９

件
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
大
泉
町
で
も
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
事
例
】

・
役
場
職
員
を
名
乗
り
、「
医
療

費
の
還
付
金
が
あ
る
。
１
時

間
以
内
に
手
続
き
が
必
要
」

と
言
わ
れ
、
指
示
さ
れ
た
連

絡
先
に
電
話
し
た
ら
、
通
帳

と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

持
っ
て
金
融
機
関
で
は
な
い

と
こ
ろ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ

う
に
言
わ
れ
た

・
役
場
職
員
を
名
乗
る
男
性
か

ら
「
医
療
費
還
付
金
が
４
万

円
あ
る
」と
電
話
が
あ
っ
た
。

年
金
事
務
所
に
電
話
す
る
よ

う
に
言
わ
れ
、
誘
導
さ
れ
て

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
口
座
か
ら
　
万
円

４４

を
振
り
込
む
操
作
を
し
た
。

残
高
照
会
を
し
て
、
だ
ま
さ

れ
た
こ
と
に
気
づ
い
た

・
電
話
で
「
役
場
の
△
△
だ
が

還
付
金
が
あ
り
、
書
類
を

送
っ
た
の
に
返
送
が
な
い
。

今
日
の
夕
方
ま
で
な
ら
手
続

き
が
で
き
る
の
で
、
年
金
事

務
所
に
電
話
し
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
た
。
電
話
を
か
け

た
ら
、口
座
番
号
を
聞
か
れ
、

振
り
込
む
た
め
近
く
の
ス
ー

パ
ー
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
携
帯
電
話

を
持
っ
て
い
く
よ
う
言
わ
れ

た
。
銀
行
が
近
く
に
あ
る
の

に
変
だ
と
思
っ
た

【
解
説
】

　
還
付
金
詐
欺
の
被
害
は
、
今

年
７
月
か
ら
再
び
増
加
し
、
全

国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
、

１
０
０
件
以
上
の
相
談
（
　
月
１０

末
現
在
）
を
受
け
て
い
ま
す
。

　「
手
続
き
は
本
日
中
」な
ど
短

時
間
の
う
ち
に
、
金
融
機
関
以

外
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
）

で
操
作
を
行
う
よ
う
に
誘
導
す

る
手
口
が
目
立
ち
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
自
治
体
の
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
操

作
を
行
う
よ
う
に
連
絡
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

・
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
ら
、
一
旦
電
話
を
切
り
、

家
族
や
親
戚
な
ど
に
相
談
し

ま
し
ょ
う

・
相
手
の
連
絡
先
に
そ
の
ま
ま

電
話
を
か
け
ず
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

電
話
番
号
案
内
サ
ー
ビ
ス

「
１
０
４
｣
で
調
べ
て
代
表

電
話
に
か
け
直
し
、
事
実
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

※
詳
し
く
は
、
町
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
内
線
１
３
９
、緯
　
・
６３

３
５
１
１
（
直
通
））
へ
。

町内の先生たちの
「子ども時代」をすて
きな思い出に乗せて
ご紹介！

File １１７

大
泉
町
立
東
小
学
校

 齋
  藤
  央
  貴
 先
生

さ
い
 と
う
 お
う
 
き

小学３年生の頃

【日々の努力を大切に】

　子どもの頃は、はずかしがり屋で運動が苦手な子ど
もでした。運動が得意な５つ上の兄に憧れ、小学校３
年生からハンドボールを始めました。初めは、うまくい
かないことばかりでしたが、悔しくて練習していくう
ちに、できたときの喜びや運動の楽しさを感じられる
ようになりました。それからは運動が好きになり、さま
ざまなことに積極的に取り組めるようになりました。
　中学・高校時代には、厳しい練習でくじけてしまい
そうなこともありましたが、仲間と励まし合いながら
頑張ってきました。たくさんの大会を経験する中で、
『練習のための練習』ではなく、『目標を達成するため
の練習』を日々積み重ね、努力していくことの大切さ
について学びました。
　子どもたちには、日々の努力を大切にし、できたとき
の『喜び』や『楽しさ』を感じられるよう頑張ってもらい
たいです。

不審な電話にご注意ください
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区
に
住
ん
で
い
る
者
で
す

１３
が
、
こ
こ
数
か
月
犬
の
ふ
ん
が

放
置
さ
れ
て
い
る
の
を
よ
く
み

か
け
ま
す
。
散
歩
し
て
い
る
道

の
り
が
わ
か
る
よ
う
に
数
日
お

き
に
何
度
も
み
ま
し
た
。
量
も

か
な
り
多
く
、
そ
の
後
を
車
や

自
転
車
で
踏
ん
で
は
、
数
m
先

に
ま
た
つ
い
て
い
る
と
い
っ
た

状
況
で
す
。
そ
こ
で
、
犬
を
飼

わ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
お
願
い

で
す
。
ふ
ん
の
処
理
は
必
ず
お

願
い
し
ま
す
。

匿
名
希
望

　
　
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１１

１０

☆「
ク
リ
ス
マ
ス
の
思
い
出
」に

寄
せ
ら
れ
た
回
答
の
中
か
ら
ご

紹
介
し
ま
す
。

死
ク
リ
ス
マ
ス
は
私
の
誕
生
日
。

み
ん
な
に
祝
っ
て
も
ら
え
サ
イ

コ
ー
で
す
。

Ｐ
・
Ｎ
　
ナ
ル
ト

死
ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
く
と
娘

に「
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
手
紙
」

を
渡
し
て
い
ま
し
た
。
娘
は
そ

れ
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。

匿
名
希
望

死
い
つ
も
サ
ン
タ
が
み
ん
な
を

え
が
お
に
し
て
く
れ
る
こ
と
で

す
♪

浜
田
結
来
さ
ん
（
　
区
）

２３

死
友
だ
ち
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換

を
し
た
ら
、
蝶
ネ
ク
タ
イ
（
え

ん
じ
色
）
が
ま
わ
っ
て
き
た
こ

と
。

匿
名
希
望

死
ま
だ
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
信

じ
て
い
た
頃
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

犬
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
朝
、

枕
元
に
は
「
犬
は
生
物
（
な
ま

も
の
）
な
の
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

き
ま
せ
ん
。
パ
パ
、マ
マ
よ
り
」

と
書
い
た
手
紙
が
…
。

Ｐ
・
Ｎ
　
エ
ミ
マ
マ

□応募方法　はがきに答え(例、①―佳)､郵便番

号、住所､行政区、氏名、年齢、電話番号と町政

などに関するご意見ご要望がありましたら、書

き添えてお送りください（匿名を希望される人

は「匿名希望」と明記してください）。楽しい情報

や文芸、イラスト、各種作品も大歓迎！

　※応募は、１人１枚でお願いします。

□あて先　〒３７０-０５９５

　大泉町役場　広報情報課

　「広報クイズ」係

□締め切り　１２月２１日　消印有効

□１１月号の正解　①－加 ②－佳

　③－加 ④－可 ⑤－佳 

□応募総数　６４通で正解は６４通でした

□当選者（敬称略）

長　美奈（１区）、吉野綾加（１区）、渡辺美子（３区）

岩﨑美智子（６区）、中道美恵（６区）、久保田弥生（９区）

小林香奈（１３区）、酒井美緒（１４区）、藤橋　勲（１５区）

飛田久江（１６区）、石垣亜沙美（１７区）、弦巻知子（１７区）

内田洋子（１９区）、岡部小百合（２３区）、原田ミツエ（２３区）

財田稚子（２５区）、須藤薫帆（２７区）、松木　武（２７区）

茂原正之（２８区）、外木　実（川崎市）

今月の問題 （伺ヒント）

図書カードが２０人に
　　たる！

イラス
トは

黒で描
いてね

！

ご応募お待ちしています！

①西邑楽高校女子○○○ボール部 （伺１ページ）
　佳ソフト 加ハンド 可バレー

②○○の皆さんによる清掃活動 （伺１２ページ）
　佳城部 加北部 可東部

③○○○入りすいとん （伺２０ページ）
　佳ごぼう 加とうふ 可小ねぎ

☆「年末年始の思い出」を教えてください（お答えの中

から、広報おおいずみに掲載させていただきます）。

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきに書いてお送りください。全問

正解者の中から抽選で２０人に５００円の図書カード

をプレゼントします。

▼
西
邑
楽
高
校
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
元
気
と
笑
顔
を
絶

や
さ
な
い
」。練
習
は
ま
さ

に
そ
れ
。
試
合
で
も
そ
れ

が
で
き
た
か
ら
こ
そ
優
勝

で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
広
報
も
こ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
い
た
だ
い

ち
ゃ
い
ま
す
。 

（
智
）

▼
紅
葉
も
終
わ
り
、
取
材

な
ど
で
外
出
す
る
と
き
寒

さ
が
身
に
し
み
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
今
冬
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と

し
て
予
防
接
種
を
済
ま
せ

ま
し
た
が
、
体
調
管
理
に

も
留
意
し
な
が
ら
寒
い
冬

を
乗
り
切
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

（
慎
）

▼
南
児
童
館
で
行
わ
れ
た

「
和
楽
器
体
験
」。
上
級
生

は
三
味
線
、
尺
八
に
挑
戦

し
、
音
が
出
る
と
す
ご
く

う
れ
し
そ
う
。
太
鼓
を
 叩
 
た
た

い
て
い
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
い
つ
し
か
、
お
ま
つ

り
の
お
は
や
し
が
聞
こ
え

て
き
て
、
と
て
も
に
ぎ
や

か
な
取
材
で
し
た
。 （
彰
）

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
思

い
出
」
を
教
え
て
！

犬
の
ふ
ん
の
処
理
を

必
ず
お
願
い
し
ま
す
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に
かってむ っ

夢夢
MY DREAM

 笠  松 もえさん　（１１歳）
かさ まつ

好きなことは

２歳から勉強している英語と、エレクトーンが好

きです。エレクトーンは、たった１台でオーケス

トラのような音が出せるので好きです。

自分の性格

負けず嫌いな性格だと思います。

町内の学校に在籍する、

夢に向かってがんばって

いる人をご紹介します。

将
来
の
夢
は
？

将
来
は
、
外
国
で
英
語
を
使
う
よ

う
な
仕
事
が
し
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
外
国
に
興
味
を
持
っ
た

の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
連

れ
て
い
っ
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
の
影
響
が
大
き
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
家
族
で
行
っ
た

イ
タ
リ
ア
が
す
ご
く
楽
し
か
っ
た

の
で
、
今
は
イ
タ
リ
ア
に
一
番
興

味
が
あ
り
ま
す
。
学
校
の
英
語
の

授
業
も
楽
し
く
て
、
も
っ
と
話
せ

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
う
し
、

イ
タ
リ
ア
語
も
勉
強
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
・
学
年
は
？

町
立
東
小
学
校
の
６
年
生
で
す
。

学
校
生
活
は
？

今
年
、
修
学
旅
行
で
鎌
倉
方
面
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
仲
の
い
い
友

だ
ち
と
班
で
行
動
で
き
て
す
ご
く

楽
し
か
っ
た
で
す
。
９
月
に
行
わ

れ
た
小
学
校
最
後
の
運
動
会
は
、

け
が
を
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の

で
、
競
技
に
出
ら
れ
な
く
て
、
と

て
も
残
念
で
し
た
。
先
月
に
は
持

久
走
大
会
が
あ
っ
て
、
今
年
も
上

位
に
入
れ
る
よ
う
に
と
、
大
会
に
向

け
て
練
習
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

英
語
や
イ
タ
リ
ア
語
を
勉
強
し
て

外
国
で
仕
事
が
し
た
い

「
ち
び
っ
子
写
真
館
」
で
は
、
３
歳
未
満
の
町
内

在
住
の
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
掲
載

希
望
者
は
、
広
報
情
報
課
（
緯
　
・
３
１
１
１
　

６３

内
線
２
１
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

どんなちびっ子？
わんぱくで、将来の戦隊ヒーローです。
パパと戦隊ごっこをしてあそんだりし
ます。

好きなものは？
昆虫、仮面ライダー。最近は、毎晩寝
る前に絵本を読むほど、「こびとづか
ん」がお気に入りです。ねんどあそび
も好きで、へびや昆虫をよく作ってい
ます。食べ物ではオレンジが好きです。

パパ・ママからひとこと
兄弟仲よく、優しい子に育ってね。

 窓 
こう

 野  蒼  空 くん
の そ ら

（２８区・２歳）



町のイベントや
地域の話題をお届けします。

広報で掲載された写真はご本人に

プレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。
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１１月６日、町公民館で「第１回環境フェア」が行われまし

た。会場には、小中学生によるポイ捨て防止ポスターや電

気自動車の展示、動く環境教室などさまざまなコーナーが

用意され、環境に対する意識の向上を図りました。また、

環境フェア開会前には、たくさんの皆さんに参加していた

だき町内クリーン大作戦が行われ、町内５か所から青少年

広場を目指し、道路上のごみを拾いました。

一
人
ひ
と
り
が

「
エ
コ
」の
意
識
を
持
っ
て

　
第
１
回
環
境
フ
ェ
ア
　

水
力
発
電
の
し
く
み
に
び
っ
く
り
！
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１１月１２日・１３日の２日間、文化むらで「第３９

回公民館まつり」が行われました。展示ホール

棟では、書道、絵画、生け花など多くの作品が

並び、訪れた人の目を楽しませました。また、

１３日には大ホールで、芸能プログラムとしてカ

ラオケや舞踊などが披露されました。

　公民館まつり　

文化活動の発表の場

として開催されます

健康で思いやりのある

明るい町に

１１月１９日・２０日、文化むらで健康と福祉を考

える場として「保健福祉まつり」が開催されま

した。会場では、福祉施設の作品展示、社会福

祉大会、講演会、各種がん検診、赤ちゃんハイ

ハイ・よちよちコンクールなど多くの催しものが行

われ、２日間を通して多くの人が来場しました。

　保健福祉まつり　

１１月１６日、文化むらで「町ぐるみ人権教

育推進大会」が開催されました。町内３中

学校の代表生徒による人権作文発表が行わ

れた後、 金 　 美  齢 さんによる「２１世紀の提
きん び れい

言」と題した講演が行われました。

　
町
ぐ
る
み
人
権
教
育
推
進
大
会
　

１１月１２日、南児童館で行われた「和楽器

体験」。子どもたちは、町民謡連盟の皆さん

から直接指導を受けながら、太鼓や尺八、

三味線などに挑戦。体験後、町民謡連盟の

皆さんによる演奏も披露されました。

　
和
楽
器
体
験
　

町立北小学校東南角に設置されている、大

泉町に生まれた芸術家・ 中 　 平  四  郎 像脇の
なか へい し ろう

説明板が長年の風雪で見えにくくなってい

たため、顕彰碑に建替えられ、１１月２４日、

関係者などを招き披露されました。

　
中
　
平
四
郎
顕
彰
碑
建
立
披
露
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この広報紙は、自然保護のため大豆油
インキを使用し作成しています。
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楽
し
み

　
輝
き

表紙の人

人

健康
レシピ

15

県
立
西
邑
楽
高
等
学
校

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等

学
校
選
手
権
大
会
に
出
場
を
決

め
た
、
県
立
西
邑
楽
高
等
学
校

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
。
県
内

で
常
に
上
位
の
成
績
を
収
め
て

い
た
チ
ー
ム
は
、　

月
に
行
わ

１１

れ
た
県
予
選
で
見
事
優
勝
し
、

　
年
ぶ
り
に
全
国
切
符
を
手
に

２５し
ま
し
た
。
主
将
の
田
中
美
有

さ
ん
は
、「
勝
っ
た
瞬
間
は
本
当

に
う
れ
し
く
て
、
自
然
と
涙
が

こ
ぼ
れ
ま
し
た
」
と
県
予
選
を

振
り
返
り
ま
す
。

　供
春
高
バ
レ
ー
僑の
愛
称
で
も

知
ら
れ
る
こ
の
大
会
は
、
東
京

体
育
館
を
会
場
に
、
来
年
１
月

５
日
に
開
幕
し
ま
す
。
目
前
に

迫
っ
た
大
会
の
目
標
を
伺
う

と
、「
県
の
代
表
と
し
て
恥
ず
か

し
く
な
い
試
合
を
し
て
、
一
つ

で
も
多
く
勝
つ
こ
と
」
と
意
気

込
む
部
員
の
皆
さ
ん
。
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
供
元
気
と
笑
顔
を
絶
や

さ
な
い
僑
を
掲
げ
、
晴
れ
の
舞

台
で
勝
利
を
目
指
し
ま
す
。

【作り方】

虚小麦粉に豆腐、卵、ツナを入れ、よく混ぜる

許鍋にごま油を入れ、野菜を炒め、だし汁、醤油、みりんを入れて煮立てる

距材料が７分通り煮えたら、スプーン２本を使って虚をひと口大にして鍋に

入れる

鋸３～５分煮てから味を塩で調整し、器に盛り、仕上げ用に小ねぎを散らす

とうふ入りすいとん
やさしい食感のすいとんです
　すいとんを、絹ごし豆腐、卵、ツナで作る

ので、柔らかくてふわふわです。ツナが入っ

ているので、大人から子どもまでみんなに喜

ばれる新しいすいとんです。

食生活改善推進員　 市  川  英  子 さん（左）、
いち かわ えい こ

 岩  瀬  初  美 さん
いわ せ はつ み

【材料（４人分）】

２６０ｇ小麦粉

３００ｇ絹ごし豆腐

２個卵

小１缶ツナ缶

大さじ２　しょうゆ

大さじ１　みりん 

６カップ　だし汁

少々　塩

少々ごま油

しいたけ（薄切り）　　　４枚

にんじん（短冊切り）　　４０ｇ

大根（短冊切り）　　　　８０ｇ

６０ｇ鶏むね肉

４個里芋（輪切り）

ごぼう（ささがき）　　　６０ｇ

小ねぎ（小口切り）　　　少々

【１人分栄養価】

４５７kcalエネルギー

１７.８ｇたんぱく質

１２.４ｇ脂質

１.６ｇ塩分

町食生活改善推進員の皆さん

から、毎月料理を紹介してい

ただきます。


